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1

「読み・書き・計算」力の向
上をめざして習熟の時間
やぐんぐんタイムの充実、Ｉ
ＣＴの活用を図る。
　（☆「学んだこと」を明言
できる）

44% 16% 8% 47% 70% 71% 7% 13% 21% 2% 1% 0%

2

ひなたの学び（ひとりひとり
の問い、なかまと協働、高
める考える力を）の具現化
　☆主題研究の充実「個別
最適な学び」「学び合い」
の姿が見える

37% 8% 13% 45% 81% 65% 16% 11% 22% 3% 0% 0%

3

　授業に対する姿勢や基
盤となる力を高め、授業力
向上を図る。
　☆研修の充実、福小ＵＤ
の活用、わかる授業

31% 13% 8% 49% 61% 63% 16% 24% 29% 4% 1% 0%

4

児童の生活を支える基礎
的・基本的な行動様式の
確実な定着。
☆当たり前３カ条、清掃、
スクールワイドPBSによる
自律できる生活態度

43% 4% 4% 48% 67% 52% 7% 27% 36% 2% 1% 8%

5

全ての児童が「学校へ行き
たい」と思う、魅力的な学
校づくり
　☆各種アンケート、相
談、個別の支援計画、アク
ションプラン等

72% 7% 0% 20% 79% 76% 6% 13% 24% 2% 1% 0%

6

個の特性に応じた自己指
導能力や環境に適応する
力を高める。
（☆スクールワイドＰＢＳや
生徒指導の３機能を生か
した指導や授業）

72% 7% 4% 24% 75% 80% 4% 17% 12% 0% 1% 4%

7

自他の命を大切にする実践力
を育てるため、家庭、地域、関
係機関との連携を図った指導
の充実
  （☆感染症対応、ＳＯＳの出し
方、安全な登下校や避難、家
庭や地域、関係機関との連
携）

51% 13% 4% 37% 80% 76% 9% 6% 16% 3% 1% 4%

8

体育、家庭科、特別活動などの教科指
導や家庭や地域と連携した日常生活に
おける体育・健康活動による、健康的な
生活習慣の形成
  （☆スクールスポーツプラン、運動の
日常化につながる体育指導、保健調査
の結果分析と課題明確化、家庭との連
携）

47% 10% 0% 35% 80% 75% 14% 9% 25% 5% 1% 0%

9

市の教育施策や地域実情に
応じた、本校ならではの教育
活動の推進（☆くしま学、小中
高一貫教育事業、串間中、福
島高校との交流活動）

9% 0% 78% 79% 12% 17% 1% 4%
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◎　地域で子ども達が楽しそうに遊んだり学んだりし
ている姿をよく目にする。読み聞かせをした際には、
主体的に、集中して聞いてくれてうれしかった。たくさ
んの体験・交流活動は子ども達を大きく育てるので、
今後も続けてほしい。

◎　串間市に一校しかない福島高校との交流を積極
的にとっていただきたい。

4

　質問９について
◎　昨年度と同等の評価結果であった、くしま学の学習では、黒瀬水産や道の駅くしま、風
力発電等を見学するなどの学習に取り組んだ。小中高一貫教育においては、６年生と中学
生の交流学習や５年生と高校生のキャリア教育学習、きんかん収穫学習を行った。また、保
護者による６年生へのキャリア学習（福カフェ）や読み聞かせ活動など、福島小ならではの
学習が充実していると言える。今後は、それらの活動のよさを保護者により啓発し家庭・地
域を巻き込んだ相互教育にさらに進展させていきたい。
　以上により、自己評価を４とした。

3

◎　安心・安全メールでの連絡や欠席等のICTの活用
は、きめ細かな対応ができてよいことだと思う。

●　体力は何をするにも必要不可欠なものである。福
島小児童の課題である「長座体前屈」と「立ち幅跳
び」の対策を図ってほしい。また、学校全体で短時間
でできるような継続した取組があると効果的だと思う
ので、よりよい取組を行ってほしい。

○　体力は、学校だけで育てるものではなく、家庭で
も育てるべきものだと考える。外で遊ぶことや「早寝・
早起き・朝ごはん」を大切にしてほしい。
　家庭と学校で連携して、「健康・体力」、「豊かな
心」、「学力」を一体的に育んでいくことを切に願って
いる。
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　１について
◎　昨年度と比較すると、児童、保護者の評価がほぼ同等であることに対して、教師の評価の割
合が上昇した。現場で教えている教師の評価が向上していることは望ましいと言える。また、同じ
く昨年度と比較すると、保護者と教師の評価の差が小さくなり、似通ってきている。今後、教師、保
護者が共通の認識で児童を支えていく上で、好材料と言える。ICTの活用については、PC用ドリ
ルを導入したことで、より充実を図ることができた。

　２について
◎　昨年度に引き続き「ひなたの学び」について研究を深めることができた。今年度は、「発問後
の応答予想かからの学び合い」をテーマにチーム別で研究授業等を行った。児童が主体的に「問
い」をもち、学習に向かう姿を着実に高めるよう、継続して研鑽を積んでいきた。

●　１、２、３（学力全般）について
   昨年度と比較すると「できていない」という評価は少なくなってきており改善方向にあるものの、
課題は残る。特に今年度に評価項目を変更した「番号３」については、児童、保護者、教師全てで
評価が低い。姿勢や集中力などの授業の基盤となる力は学力向上に不可欠であるため、今後も
重要事項として力を入れていきたい。また、評価項目３の低水準については評価項目４の「生活
を支える基礎的・基本的な行動」の評価が低いこととも相関関係にあると考えられる。「生活を支
える基礎的・基本的な行動」と「学力向上」を両輪として一体的に育てていく必要がある。
　以上により、自己評価を２とした。

　７について
◎　昨年度と比較すると、保護者、児童、教師全てにおいて肯定的な評価の割合が上昇し
た。新設された教育支援センターとの連携を密にし、不登校等の児童へのきめ細かな対応
が図られたことや、保護者への連絡用ツールである「安心・安全メール」の効果的な活用が
図られたことが要因と考えられる。

　８について
◎　昨年度と比較すると、児童、保護者の評価こそ同等だったが、教師の肯定的な評価の
割合が上昇した。本年度で２年目となった５月実施の運動会が馴染んできていること、昨年
度の課題であった水泳の雷注意での未実施が、雷ナウキャスト（リアルタイム落雷警報）を
活用し安全上の改善が図られたこと、健康調査の結果から保護者の面談を実施し啓発が
図られたことが理由として挙げられる。

●　体力向上の面では、学校全体として体力テストの結果は高いとは言えない。現在、授業
や委員会等で運動の日常化の取組の充実を図っているところである。さらに、家庭や地域
スポーツとの連携を図ることでも、体力向上を図っていきたい。
　以上により、自己評価を３とした。
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◎　学級を分けて行う少人数学習は児童の学習ペー
ス合わせられる点で効果的であり、学力向上につな
がっている。

◎　児童の興味を引く発問を考え、その応答予想まで
する授業づくりはすばらしい。今後も継続してほしい。

●　黙想と立腰（体幹）の声かけは、その時だけの部
分が見られるようだ。落ち着いて学習に望む心構え
や姿勢を育むためにも、指導の充実をお願いしたい。

●　PC用ドリルなどのICTの活用はよいことだ。お家
への持ち帰りについても実現が望まれる。

○　学力向上の実現にあたって、たくさんの工夫や努
力を継続していること、心の成長や体力（体幹）も必
要なことが理解できた。今後の伸びを大きく期待する
気持ちを込めて右記の評価とする。

　４について
◎　近年、低評価が続いており本校の大きな課題である。しかし、昨年度と比較すると今年
度、教師の「できている」という評価が４０％から５６％に上昇しており改善の兆しが見られ
る。毎月の目標で、スクールワイドPBS（よいところを称賛し共有する取組）に取り組むなど、
学校全体での常時指導が効果を上げてきていると考えられる。あいさつ等、児童のよい行
動が保護者にも分かる姿となるように、取組を改善しながら継続していきたい。

　５について
◎　定期的にアンケートを実施し、福島っ子会議で共通理解を図ったり、配慮の必要な児童
に応じた指導・支援を行ったりした。また、今年度新設された教育支援センターと密接な連
携を図ることで、不登校傾向の改善につなげられた。
●　一方で、全ての支援が必要な児童に対して、充分な支援を行うことは難しい現状があ
る。今後も、限られた人員の中で特別支援コーディネーターを中心にチーム学校として対応
していく必要がある。

　６について
●　昨年度と比較すると、教師の肯定的な評価が高まったのに対して、保護者の肯定的な
評価が下がっている。「子どものよさを生かしたり、考えを尊重する」ことについては、時代や
家庭環境の変化により、教師と児童・保護者の当たり前の間に認識の差やずれが生じ、指
導と受け取め方に行き違いが生まれていると考えられる。今後は、このような認識のずれを
踏まえ、児童のよさを生かし、考えを尊重する指導の充実が求められる。
　　以上により、自己評価を２とした。
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◎　学校外ですれ違った時など、児童から先に挨拶
する姿が多くなったと感じる。よくなっていると思う。

◎　スクールワイドPBSの取組はとてもよいと思う。ス
ポーツ少年団等の学校外の活動でも、よいところに
注目して伸ばすことは浸透しつつある。難しい面もあ
るが、愛情をもって厳しくすることと両立しながら児童
の心を育ててほしい。

●　家庭の躾が行き届いていないのではないか。そ
の結果、先生方の負担が増しているように思う。ま
た、児童が自宅等で動画視聴やSNSをする環境が日
常化しており、生活習慣や言葉遣いの乱れにつな
がっていることは心配だ。学校での指導に加え、家庭
の教育力の向上が求められていると思う。

○　児童が「行きたい」、保護者が「行かせて良かっ
た」、教師が「働いて良かった」と思える福島小づくり
を今後もお願いしたい。


